
京都府食の安心・安全推進条例の概要

条例制定の背景・目的（前文）

○食は、命と健康を支え、人が生きていく上での基本。健康を維持するために、食の安全性の確保は不可欠で、
その安全性を信頼し、安心感を得て初めて健やかな食生活を営むことができる。

○食の安全性を脅かし、安心感を損なう事態が相次ぐ中で、この事態に対処し、食の安心・安全を確保するこ
とは府民共通の願い。

○京都は、優れた農林水産物や多彩な加工食品の生産地であるとともに、国際的な観光都市を有する消費地と
しての顔を持ち、歴史と伝統に培われた世界に誇る食文化を継承し育ててきた。

○今、この京都において、食の安心・安全をより高い水準で確保するため、食に関する情報を共有し、協力し
ながら、施策と取組を推進していくことが必要。

○このような認識の下、食の安心・安全の確保についての基本理念を明らかにするとともに、府、食品関係事
業者及び府民がその責務又は役割を果たすことにより、食の安心・安全の確保に関する施策及び取組を総合
的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の府民の健康の保護に寄与。

条例の基本理念（第１条）

○府民の健康の保護が最も重要であるという基本的認識

○生産から消費に至る行程の各段階に応じて必要な措置を適切に実施

○科学的知見に基づき、食品による健康への悪影響を未然に防止

○府及び食品関連事業者における積極的な情報の公開と共有化

○府、食品関連事業者及び府民の相互理解と協力

○環境に及ぼす影響に配慮

府、食品関連事業者、府民の責務と役割（第２条～第４条）

府の責務 食品関連事業者の責務 府民の役割
○総合的かつ計画的な施策 ○食の安心・安全の確保について第一 ○知識と理解を深め、食品の

を策定し、実施 義的責任を有していることを認識し、 選択に際し合理的に行動で
必要な措置を適切に実施 きるための努力

○知識と理解を深め、正確かつ適切な ○施策への意見表明により、
情報を提供 積極的な役割

基本的な施策 食品の安全性の確保措置 府民参画の推進
（第 5 条～第 15 条） （第 17 条～第 19 条） （第 22 条～第 24 条）

○食の安心・安全行動計画の策定・公表 ○農林水産物に係る措置 ○施策に対する意見の反映

○安全性向上への支援 ○遺伝子組換え食用作物に係 ○施策の提案
る措置

○情報の記録、提供等への支援 ○危害情報の申出
○緊急時の安全性調査

○適正な事業活動への支援

○適正な食品表示の確保

○知識の普及、人材の育成

○相互理解及び連携の促進 ○報告の徴収及び立入検査 ○食の安心・安全審議会
（第 20 条） （第 25 条）

○調査研究の推進
○措置勧告、命令（第 21 条）

○情報の収集及び提供
○罰則

○危機管理体制の整備 （第 27 条～第 29 条）

○財政上の措置（第 16 条） ○施行期日 平成１８年４月１日


